
 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

こんにちは。外来及び 2 階認知症病棟と 5 階

急性期病棟の入院患者様を担当しております精

神科医師の吉田翠と申します。 

新型コロナウイルス感染拡大が続く日々で当

院でも様々な制限を行っており、患者様にはご迷

惑をおかけしております。ご理解、ご協力頂きあ

りがとうございます。 

このコロナ禍で日々ストレスに晒され、精神的 

な不調を来す方も増えているように感じます。 

精神科治療においては患者様ご本人だけでなく家族の方も不安を抱えているこ

とが多くそちらのサポートも考えなければいけない場面も往々にして見受けら

れます。診察時に家族だけで話したいなどの希望にも極力お応えするようにし

ておりますし、本人の来院が難しい場合には家族相談も受け付けております。

また当院では多職種が密に連携しており、医師の診察や薬の治療だけでなく臨

床心理士によるカウンセリングや精神保健福祉士による行政の支援制度の紹介、

手続きのお手伝い、看護師による訪問看護やデイケアなど環境調整によるサポ

ートも重視しています。 

特に初診の方はしっかりお話を伺うため予約制でお時間を確保しております。

「こんなことでかかっていいのかな？」と思うことでもまずは一度、お気軽に

ご相談ください。 

 

 

障害者の雇用の促進と職業の安定を図るため、長年にわたり貢献された方の表彰式が 9 月 29 日に石川県庁で

開催され、看護補助者として 20 年以上勤務している松井友美さんが石川県知事表彰を受賞しました。 
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こんにちは！ 

かないわ病院です 

かないわ病院 基本理念 

１．患者様の権利・人権を 

尊重します。 

２．適切な医療と正確な情報を 

提供します。 

３．社会復帰と地域支援を 

目指します。 

 かないわ病院 基本方針 

・私達は、個人の尊厳を厳守し

十分な説明と同意に基づく医

療を提供します。 

・私達は、患者様の主体性･個

別性を重視し最小限の制限と

開放に努めます。 

・私達は、自己啓発に努めると

ともに全職員相互の力を発揮

できるように努めます。 

障害者雇用優良事業所等表彰式 

聴覚障害を持つ私が、20 年という長い年月、勤めさせて頂くことが出来た

のも、かないわ病院の職員の皆さんのお陰であると心より感謝しています。 

ろう学校という守られた場所から健聴者の社会に入り、何をするべきかわか

らず迷惑をかけたと思います。患者さんも耳の聞こえない私にとても不安だっ

たと思います。スタッフや患者さんとの意思の疎通ができず泣く日もありまし

たが、少しずつ患者さんの様子から要求が分かるようにもなりました。 

これからも健康に気を付けて患者さんに優しく接する努力をしていきます。 

医師 吉田
よした

 翠
すい

 



 第 11 回日本精神科医学会学術集会に参加して～静岡県浜松市アクトシティ浜松にて～ 

クリスマス会を開催しました～4 階病棟からのおしらせ～ 
 

 

イルミネーションやサンタクロース、生活していれば何気なく目にするクリスマスの風景。ただ、外出の機会が

少なければ目にもせず季節感も薄れていくように感じます。 

「クリスマス？」「もうそんな時期？」とそこで初めて季節を実感するこ 

とも、より季節を感じる体験・感情に残る体験が入院生活では必要であると

思います。少しでも今のこの瞬間が記憶や心に留まるように体験を提供でき

ればと思います。（作業療法士 乾泰盛） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かないわ病院 

医療法人明仁会 

〒920-0351 

石川県金沢市普正寺町 9-6 

電 話 076-267-0601㈹ 

F A X 076-267-0962 

10 月 27 日～28 日に第 11 回日本精神科医学会学術集会に参加してきました。コロナ禍で３年ぶり

の現地開催でしたが、全国からの多くの参加があり、3 演題を発表してきました。新型コロナ感染症に

関するクラスター対策について自験例から学んだことを中心に発表してきました。全国区の学会発表は

当院として初めてであり、皆、やや緊張していたようですが多くを学んだようです。アフターミーティ

ングも学会参加の楽しみであり、浜松餃子、うなぎを堪能しました。次回は熊本市での開催予定です。

エネルギーが必要ですが各部署からも奮って演題発表されることを期待します。今回の学会会長の特別

講演の中で「医療はアナログである」という言葉が特に印象に残りました。 

IT や AI が取り入れられ医療が大きく変わり有用であることは間違いない事実ですが、患者とのコミュ

ニケーションが求められる精神科領域においては対面、目を見ながら、出来るだけ患者の訴えを聞き、

表情を読み取ることが求められことを改めて再認識させられました。（診療部 金谷法忍） 

初めての参加で緊張と不安がありましたが、私たちがコロナクラスターで学んだこと、実践したことを全

国という大きな場で発表できたことは自信に繋がり、大きな達成感を得ることができました。これからも、

色々なことに挑戦し看護を深めていきたいと思います。（看護部長 坂田めぐみ） 

発表者として初めての参加でしたが、取り組みの成果

を多くの方に伝える事ができて自信になりました。ま

た、さまざまな価値観や実績を話す、聴くことができて

楽しい 1 日でした。（看護師長 大道健二） 

初めての学会報告でしたが、沢山の方達が医療、看

護で切磋琢磨して居ることを感じ、私も諦めない看護

を続けて行きたいと強く想いました。本当に参加させ

て頂き感謝します。（看護師長 安達陽子） 


